




和歌山市立博物館 

令和７年度特別展「紀州の美を統べし殿様―徳川治宝―」 

みどころ紹介 

 

 

 

 

 

 

 

その２ 治宝が画家に描かせた絵巻の模
も

写
しゃ

を展示します 

 

東照宮縁起絵巻５巻 住吉広定筆  大阪城天守閣蔵 

 

書「守学」 徳川治宝筆  個人蔵 

 

朝廷や武家の儀式等における古くからの

作法などを研究する有
ゆう

職
そく

故
こ

実
じつ

に治宝は関心

をもち、参考資料とするために様々な絵巻の

模写をつくらせました。 

大坂城天守閣が所蔵する東照宮縁起絵巻

は、紀州東照宮にある絵巻を模写したもので

す。絵だけでなく、絵巻の外側の裂や金具、

水晶の軸までそっくり似せています。原本の

紀州東照宮のものと並べて展示します。 

 

治宝は自身が書いた額の文字のほか様々なものを社寺に寄進して

います。和歌山市・田尻にある覺應寺には、治宝により釈迦如来坐像

が、２人の側室により阿難立像が、２人の姫（娘)により迦葉立像が

寄進されたほか、十六羅漢のうち 2 躯が和歌山城の女中たちにより

寄進されたとわかります。多人数での寄進によりもたらされた資料

が、まとまってのこる貴重な例として注目されます。この度、初めて

寺外で公開します。 

 

治宝は若い頃から絵を描くことを好みました。

また、力強く大きな文字を書くのが得意でした。 

書「守学」は、治宝の別邸・西
にし

浜
はま

御
ご

殿
てん

にある西御

文庫の額を仕立てるために書かれたものです。金

糸を用いた掛
かけ

軸
じく

の裂
きれ

には葵
あおい

紋
もん

がならび、目を惹
ひ

きます。掛軸に仕立
し た

てる際、表千家 10代・吸江

斎が関わったことを附属する書状から知れます。 

その１ 治宝が手がけた絵や書を展示します 

 

釈迦如来坐像  覺應寺蔵 

 

その 3 県内のお寺や神社に寄
き

進
しん

された品々を展示します 

 


